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　ミュンヘン大学で日本語を学んでいる８名の学
生が、８月19日から31日にかけて、市内でホーム
ステイをしながら日本文化に触れました。
　書道や浴衣の着付け、茶道、琴、弓道、どの体
験にも興味津々で、「初めての体験ばかりで素晴ら
しかった！」「書
道は気持ちが静
かになるので、
とても良い時間
だと思う」「書
道の道具が欲し
くなった」と感
動していました。

　８月25日に岡山市で開催された全国消防救助技術
大会で、県代表として出場した石橋地区消防組合の田
中和輝消防士が、はしご登はんの部で15秒という好タ
イムで見事に入賞されました。
　おめでとうございます。

高齢者叙勲を受賞
おめでとうございます

全国消防救助技術大会入賞
石橋地区消防組合消防本部

　８月20日に香川県高松市の児童が本市を訪れ、本市児童と交
流しました。
　本市と高松市は歴史文化交流協定を結んでおり、小学６年生
20名ほどで構成された親善交流団を毎年相互に派遣しています。
　両市の児童は、本市の地理・特産品の発表やしもつけふるさ
とかるた取りなどを楽しみながら本市の歴史、文化、名所旧跡
への理解を深めました。
　当日は、市国内交流協会会員によるかんぴょう汁なども振る
舞われ、下野の夏を味わいました。

高松市小学生と歴史文化交流
夏休みの思い出になりました

交流会でかるた取りをする児童

　９月８日に市消防団が、土のうの点検作業を行いま
した。
　市では、急な河川の氾濫に備え、消防団が作成した
土のうを倉庫に備蓄するほか、緊急時に迅速な対応が
行えるよう、河川周辺の公園やサイクリングロードな
どに配備しています。
　３年前に土を入れ
た土のう袋の劣化が
おきていることから、
約1,750袋の土のう
の入れ替えを行いま
した。

初めての日本文化体験
ドイツの大学生が来市

消防団土のう点検を実施
河川の氾濫に備えるために

大  門  雅  典　氏

瑞宝双光章（教育功労）

　40年間の長きにわたり、教育の進展に尽くされ
ました。平成２年４月から平成４年３月において
は小山市立小山中学校長を務められました。
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